
 

 

 

 

 

 

 

第２部 調査結果



第１章 輸出の現状 

I. コメの輸出の現状 

１． 世界におけるコメの貿易概要 

（１）世界におけるコメの貿易規模 

 世界におけるコメの貿易は、輸入・価額ベースで 1975年に 2,496百万USD1だったとこ

ろ、2004年には 8,650百万USDと 29年間で約 3.5倍に達している。 

図表1－ 1 コメの輸入貿易額の推移 
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資料）United Nations ”Yearbook of International Trade Statistics” より作成 

 

（２）コメの貿易に関わる主要国 

コメの貿易における主要国をみると、輸入側ではサウジアラビアが最も多く、少し離れ

て英国、わが国の順となっている。そのほか主要国にはフランス、アメリカ、ドイツ等の

先進経済諸国に加え、イラン、アラブ首長国連邦、イラクなどの西アジア諸国、ナイジェ

リア、セネガル、コートジボアールなどのアフリカ諸国も多く含まれている。 
また、輸出側ではタイが最も多く、離れてインド、アメリカ、ベトナムの順となってい

る。そのほか主要国にはパキスタン、中国といったアジア諸国が多くなっている。 

                                                  
1 United States of America（合衆国）の通貨単位 United States Dollarを本資料ではUSDと表記する。 
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図表1－ 2 主要国におけるコメの輸入貿易額 
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注釈）2000～2004年の５年間の平均値を表示した。 
資料）United Nations ”Yearbook of International Trade Statistics”（2004年）より作成 

図表1－ 3 主要国におけるコメの輸出貿易額 
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注釈）2000～2004年の５年間の平均値を表示した。 
   わが国は平成 13年に援助米の関係で 935.3百万 USDの輸出額を示したため、平均輸出額 194.8

百万USDで上位となっているが、その他の４年は最大でも 13.7百万USD／年にとどまっている。 
資料）United Nations ”Yearbook of International Trade Statistics”（2004年）より作成 
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２． わが国におけるコメの輸出概要 

（１）農産物の輸出 

財務省「貿易統計」によると、わが国農産物の輸出は、平成 11（1999）年の 1,891 億
円から平成 18（2006）年の 2,359億円まで７年間で 1.2倍に拡大している。また、農林水
産物・食品の輸出促進事業の輸出拡大目標値の定義に沿ってアルコール飲料とたばこを除

いた場合では、平成 12（2000）年の 1,363億円から平成 18（2006）年の 1,946億円まで
5年間で 1.4倍に拡大しており、いずれも増加基調となっている。 

図表1－ 4 輸出拡大目標の定義に沿った農産物輸出の推移 
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注釈）2001年は援助米に係る推定輸出額を調整すると 1,466億円程度と考えられる。 
資料）農林水産省「農林水産物輸出入概況」より作成 

 

（２）商業目的の取引にかかるコメの輸出 

財務省「貿易統計」では、援助用を含む数値が計上されているが、本調査では、商業用

輸出について検討することから、援助用と見込まれるものを除いた輸出実績を用いること

とする。 
商業目的の取引にかかるコメの輸出量は、平成 12（2000）年に 167ｔだったところ、平

成 18（2006）年には 967ｔまで 5.8倍に増加している。特に平成 16（2004）年から平成
18（2006）年にかけて急激に増加したことが特徴である。 
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図表1－ 5 わが国における商業米輸出の推移 
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注釈）平成 19（2007）年は７月までの数値である。 
資料）農林水産省資料より作成 

 
平成 19（2007）年の輸出先を数量ベースでみると、台湾、香港、シンガポール、中国、

アメリカの順となっている。 
価額を数量で除して単価を算出して比較すると、アメリカ、英国、フランスの欧米諸国

向けは１千円／kg を大きく超え、他に比べて圧倒的に高い単価となっている。これらの
国々向けを除くと 500 円／kg 前後であり全体の平均額とほぼ一致しているが、台湾やタ
イ向けについては 300円／kg台とやや安価な傾向がある。 

図表1－ 6 相手国別米輸出量・価額・単価 

数量 金額 単価 数量 金額 単価 数量 金額 単価 数量 金額 単価 数量 金額 単価 数量 金額 単価
トン 百万円 円/kg トン 百万円 円/kg トン 百万円 円/kg トン 百万円 円/kg トン 百万円 円/kg トン 百万円 円/kg

444 216 486 376 191 507 408 234 573 634 320 504 967 427 441 940 527 561

台湾 286 112 393 201 79 392 183 77 421 413 169 410 593 161 271 450 175 389

香港 78 42 535 75 42 558 115 64 558 99 57 576 155 74 477 218 119 544

シンガポール 26 21 795 33 25 745 63 45 712 63 35 562 63 40 634 92 48 524

中国 0 0 － 0 1 － 18 5 254 0 0 － 2 7 3,591 72 43 599

アメリカ 24 18 755 28 20 714 6 15 2,432 16 25 1,535 128 99 774 41 71 1,727

タイ 0 1 － 5 3 584 5 3 666 5 3 516 1 1 951 21 8 384

英国 16 9 547 6 6 1,018 4 8 2,086 6 9 1,431 4 16 3,963 4 18 4,481

フランス 2 2 1,136 1 1 675 2 3 1,450 3 2 693 1 10 10,268 3 14 4,585

輸出合計

２００７年２００２年 ２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年

 
資料）農林水産省資料より作成 
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３． 日本産米の輸出事例 

日本産米は、台湾を始めとしたアジア地域において販売されており、例えば、台湾では

小売店にて生産者が対面販売を行う事例や、見本市や物産展への出品を行う事例がみられ

る。これらの輸出実績をみると、年間５トン前後である。 
また、輸出元別にみると、平成 16～17 年頃から、全国各地域の生産者団体が積極に輸

出を行ってきており、台湾や香港では多数の銘柄が販売されている。 

図表1－ 7 輸出先別の商業用米穀輸出の主な事例（平成19年度） 

輸出先 取扱銘柄 販売方法等 輸出実績

台湾
「ヘルシー元氣米
（コシヒカリ）」

生産者が直接台湾の販売店舗に出向き、
現地消費者に産地の顔が見える販売を実施。

6.2ｔ（H19）

台湾
特別栽培米
「ひとめぼれ」

見本市や物産展への出品により、輸出銘柄の
現地消費者への浸透を図る。

3.6ｔ（H18）

香港、台湾 「コシヒカリ」
経済連と県が連携して積極的に県産米をPR。
担当者が現場に赴き、試食販売を実施。

香港5.5ｔ、
台湾2.1ｔ（H18）

マレーシア 「ひとめぼれ」
在マレーシア日本大使公邸でのレセプションに
て、県産の食材とともに県産米をPR。

5ｔ（H19）
 

資料）農林水産省資料より作成 

図表1－ 8 輸出元地域別にみた日本産米の輸出取組事例 
輸出元地域 品目・銘柄 輸出先 輸出開始時期・輸出量等 

秋田県 精米・玄米 シンガポール・

香港・アメリ

カ・台湾等 

H17～輸出開始 
H17実績:22t/年 

岩手県南部 特別栽培米「ひとめぼれ」 台湾 H17～輸出開始 
H18実績:3.6t/年 

山形県 精米 香港（飲食店）

等 
H16～輸出開始 
実績:0.4t/年(H16)、 

1.2t/年(H17) 
福島県県中地方 精米「コシヒカリ」 香港 － 
新潟県 玄米・精米「新潟県産コシ

ヒカリ」 
台湾、香港 H17～開始 

H17供給計画ベース： 
台湾 19t,香港 3t 

福井県 精米「コシヒカリ」 香港・台湾 H17～輸出開始 
H18実績:香港 5.4t/年、 

台湾 2.1t/年 
岐阜県 美濃「ハツシモ」 香港 － 
滋賀県東近江地

域 
環境こだわり米「ヒノヒカ

リ」 
台湾 H18～輸出開始 

 
島根県 「ヘルシー元氣米」 台湾 H15～輸出開始 

H18実績:７t /年 
資料）農林水産省「農林水産物等の輸出促進について」（平成 19年８月）、地方農政局資料等より作成 

 2-5



II. 統計からみた各国の特性等 

「我が国農林水産物・食品の総合的な輸出戦略」（平成 19年 5月 25日農林水産物等輸
出促進全国協議会了承）によれば、コメの輸出拡大に向けた輸出重点対象国（地域）とし

ては、台湾、香港、シンガポール、アメリカと中国が設定されている。 

図表1－ 9 コメの輸出促進における重点国 

 
資料）農林水産省「我が国農林水産物・食品の総合的な輸出戦略(説明資料）」（平成 19年５月） 

 
 そのため、まずはこの５か国を中心に基礎的な諸元やコメの生産・消費および貿易の状

況を整理した。 
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１． 重点国におけるコメの市場を取り巻く現状と動向 

（１）台湾 

＊ 生産量、消費量ともに、1980年代頃から減少しており、ほぼ半減の水準に達している。 

＊ 単収は上昇基調にあるものの、1980年代頃より生産面積が急激に減少しており、生産量の減少に

つながっている。 

＊ １人あたりの消費量は 1970年代から低下を続け、1970年頃に 150kg／人程度あった消費量が

現在では 50kg／人程度まで低下している。 

＊ 輸出量は 80 年代後半から減少傾向にある一方、21 世紀に入ってからは輸入量が急増し、輸出入

が逆転している。 

＊ 自給率も低下傾向にあり、21世紀に入ってからは 100を割り込むようになっている。 
台湾 

22,227 千人 増加基調 総人口 

（在留邦人） （16,402 人） 減少基調  

台北  2,640 千人 増加基調 主要都市 

高雄 1,469 千人 増加基調 

338,861 百万ＵＳＤ 増加基調 ＧＤＰ 

（１人あたり 14,934ＵＳＤ＝約 170万円） 

諸元 

 

基幹食品 

（ﾒｼﾞｬｰﾌｰﾄﾞ） 

粒食のご飯を主食とする食文化 

消費量 1,173 千ｔ 横ばい 

1人あたり消費量 50.6 kg／人 減少基調  

コ メ

の 

消費 

 

 

日本からの輸出量 217 ｔ 横ばい 

主たる生産品種 インディカ種／ジャポニカ種 

生産量 1,044 千ｔ 横ばい 

生産面積 258 千ｈａ 横ばい 

単収 4.05 ｔ／ｈａ 横ばい 

コ メ

の 

生産 

 

 
自給率 89  横ばい 

輸出量 20 千ｔ 横ばい コ メ

の 

貿易 

輸入量 166 千ｔ 横ばい 

資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online August 2007”、World Bank ”World 
Development Indicators,2006 ”および総務省「世界の統計 2007」、外務省領事局「海外在留邦人
数調査統計」（平成 19年速報版）等より作成 
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（２）中国 

＊ 生産量、消費量ともに一貫して上昇を続けてきたが、近年では伸びが止まりつつある。 

＊ 単収は伸びが止まってきて横ばいとなりつつあり、生産面積が横ばいからやや減少であることと相

まって、生産量の減少につながっている。 

＊ １人あたり消費量は増加基調から減少へと転換し、100kg／人を下回った。 

＊ 輸出量は増減を繰り返しているが、輸入量は増加傾向にあり、輸出国から輸入国へと転換しつつあ

る。 

＊ 自給率も低下傾向にあり、21世紀に入ってからは 100を割り込むようになっている。 
中華人民共和国（中国） 

1,242,612 千人 増加基調 総人口 

（在留邦人） （98,147 人） 増加基調 

北京  11,510 千人 増加基調 主要都市 

上海  14,349 千人 増加基調 

2,278,425 百万ＵＳＤ 増加基調 ＧＤＰ 

（１人あたり 1,732ＵＳＤ＝約 20万円） 

諸元 

 

基幹食品 

（ﾒｼﾞｬｰﾌｰﾄﾞ） 

粒食のご飯を主食とする食文化 

（一部、粉食の小麦粉によるパンや麺を主食とする食文化） 

消費量 129,100 千ｔ 横ばい 

1人あたり消費量 98 kg／人 減少基調 

コ メ

の 

消費 

 

 

日本からの輸出量 22 ｔ 平成 19（2007）年再開 

主たる生産品種 ジャポニカ種（北部）／インディカ種（南部） 

生産量 129,700 千ｔ 減少基調  

生産面積 29,600 千ｈａ 減少基調  

単収 4.38 ｔ／ｈａ 横ばい 

コ メ

の 

生産 

 

 
自給率 97.7  低下基調  

輸出量 1,500 千ｔ 横ばい コ メ

の 

貿易 

輸入量 900 千ｔ 増加基調 

資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online August 2007”、World Bank ”World 
Development Indicators,2006 ”および総務省「世界の統計 2007」、外務省領事局「海外在留邦人
数調査統計」（平成 19年速報版）等より作成 
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（３）アメリカ 

＊ 生産量、消費量ともに、長く増加傾向にある。 

＊ 単収および生産面積も増加基調にある。 

＊ １人あたりの消費量は４kg／人台から 13kg／人台まで増加した。 

＊ 輸出量、輸入量ともに長く増加傾向にある。 

＊ 自給率は低下傾向にあるものの、100を大きく上回っており、有力な輸出国の１つとなっている。

アメリカ合衆国 

281,422 千人 増加基調 総人口 

（在留邦人） （370,386 人） 増加基調 

ﾆｭｰﾖｰｸ  8,008 千人 増加基調 主要都市 

ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ 3,695 千人 増加基調 

12,487,200 百万ＵＳＤ 増加基調 ＧＤＰ 

（１人あたり 41,874ＵＳＤ＝約 480万円） 

諸元 

 

基幹食品 

（ﾒｼﾞｬｰﾌｰﾄﾞ） 

パンと肉と乳を主食とする食文化 

消費量 3,990 千ｔ 増加基調 

1人あたり消費量 13.2 kg／人 増加基調 

コ メ

の 

消費 

 

 

日本からの輸出量 128 ｔ 横ばい 

主たる生産品種 インディカ種／ジャポニカ種 

生産量 6,088 千ｔ 増加基調 

生産面積 1,103 千ｈａ 横ばい 

単収 5.52 ｔ／ｈａ 増加基調 

コ メ

の 

生産 

 

 
自給率 152.6  低下基調 

輸出量 3,262 千ｔ 増加基調 コ メ

の 

貿易 

輸入量 683 千ｔ 増加基調 

資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online August 2007”、World Bank ”World 
Development Indicators,2006 ”および総務省「世界の統計 2007」、外務省領事局「海外在留邦人
数調査統計」（平成 19年速報版）等より作成 
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（４）香港 

＊ 1978年以降は生産量ゼロとなったが、消費量は微減から横ばいでとどまっている。 

＊ 生産面積はゼロである。 

＊ １人あたりの消費量は長年低下しており、120kg／人程度あった消費量が現在では 40kg／人台ま

で低下している。ただし、21世紀に入ってからは減少基調が弱まり、横ばいとなっている。 

＊ 生産力が失われたことにより、輸出量もほぼゼロであるが、まれに中継と思われる輸出がある。消

費を全て輸入でまかなうため、輸入量の動きは消費量の動きと同様となっている。 

＊ 自給率もゼロであり、消費は全て輸入でまかなわれる。 
香港 

6,708 千人 増加基調 総人口 

（在留邦人） （27,270 人） 増加基調 

主要都市 香港  6,708 千人 増加基調 

177,703 百万ＵＳＤ 増加基調 ＧＤＰ 

（１人あたり 25,242ＵＳＤ＝約 290万円） 

諸元 

 

基幹食品 

（ﾒｼﾞｬｰﾌｰﾄﾞ） 

粒食のご飯を主食とする食文化 

消費量 315 千ｔ 横ばい 

1人あたり消費量 45.1 kg／人 横ばい 

コ メ

の 

消費 

 

 

日本からの輸出量 117 ｔ 横ばい 

主たる生産品種 なし 

生産量 0 千ｔ 横ばい 

生産面積 0 千ｈａ 横ばい 

単収 0 ｔ／ｈａ 横ばい 

コ メ

の 

生産 

 

 
自給率 0  横ばい 

輸出量 0 千ｔ 横ばい コ メ

の 

貿易 

輸入量 315 千ｔ 横ばい 

資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online August 2007”、World Bank ”World 
Development Indicators,2006 ”および総務省「世界の統計 2007」、外務省領事局「海外在留邦人
数調査統計」（平成 19年速報版）等より作成 
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（５）シンガポール 

＊ 生産量はゼロであるが、消費量は右肩上がりで成長してきた。 

＊ 生産面積はゼロである。 

＊ １人あたりの消費量もほぼ横ばいであり、2007年値でも 82kg／人を保っている。 

＊ 生産力が失われたことにより、輸出量もほぼゼロであるが、まれに中継と思われる輸出がある。消

費を全て輸入でまかなうため、輸入量の動きは消費量の動きと同様となっている。 

＊ 自給率もゼロであり、消費は全て輸入でまかなわれる。 
シンガポール 

4,018 千人 増加基調 総人口 

（在留邦人） （26,370 人） 増加基調 

主要都市 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ4,018 千人 増加基調 

116,775 百万ＵＳＤ 増加基調 ＧＤＰ 

（１人あたり 26,969ＵＳＤ＝約 310万円） 

諸元 

 

基幹食品 

（ﾒｼﾞｬｰﾌｰﾄﾞ） 

粒食のご飯を主食とする食文化 

消費量 375 千ｔ 横ばい 

1人あたり消費量 82.4 kg／人 横ばい 

コ メ

の 

消費 

 

 

日本からの輸出量 63 ｔ 横ばい 

主たる生産品種 なし 

生産量 0 千ｔ 横ばい 

生産面積 0 千ｈａ 横ばい 

単収 0 ｔ／ｈａ 横ばい 

コ メ

の 

生産 

 

 
自給率 0  横ばい 

輸出量 0 千ｔ 横ばい コ メ

の 

貿易 

輸入量 375 千ｔ 横ばい 

資料）United States Department of Agriculture ”PS&D Online August 2007”、World Bank ”World 
Development Indicators,2006 ”および総務省「世界の統計 2007」、外務省領事局「海外在留邦人
数調査統計」（平成 19年速報版）等より作成 
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２． 富裕層の分布 

 単価の高い日本産米の主要な顧客は、特に開発途上国においては富裕層が中心と考えら

れていることをふまえ、世界における富裕層の分布状況を整理する。 
 

（１）個人高額純資産層（High Net Worth Individual, HNWI）の分布 

富裕層としてしばしば用いられている、金融資産 100 万 USD（約 1億 1,500 万円）以
上を保有する個人高額純資産層（High Net Worth Individual, HNWI）の数は、全世界で
2006年には 9.5百万人であり、1年間で 8.3％増加している。 
重点国別で見ると、シンガポール、香港、アメリカは世界平均を超える伸びをみせてい

るが、中国はやや世界平均よりも伸びが小さくなっている。 

図表1－ 10 主要国におけるHNWIsの人数と直近の増加率 
（千人） 2005年 2006年 増加率 

全世界 8,800 9,500 8.3％

 シンガポール 55 67 21.2%

 インド 83 100 20.5%

 インドネシア 17 20 16.0%

 ロシア 103 119 15.5%

 アラブ首長国連邦 59 68 15.4%

 韓国 87 99 14.1%

 南アフリカ 42 48 13.3%

 イスラエル 6 7 12.9%

 チェコ 13 15 12.6%

 香港 78 87 12.2%

 オーストラリア 146 161 10.3%

 ブラジル 109 120 10.1%

 アメリカ 2,669 2,920 9.4%

 英国 448 485 8.3%

 中国 320 345 7.8%

 カナダ 232 248 6.9%

 ドイツ 767 798 4.0%

資料）Merrill Lynch and Capgemini ”World Wealth Report 2007”より作成 
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（２）家計における富の分布 

国連大学世界経済開発研究所（ＵＮＵ－ＷＩＤＥＲ）が発表した世界の家計資産に関す

る調査報告書によれば、上位 10％に属する家計は 88,035USD（約 1,010万円）以上の資
産を保有しているが、そのほとんどはアメリカ、日本、欧州に存在している。 
上位 20％に属する家計は 35,954USD（約 410万円）以上の資産を保有している。10％

～20％の層に属する家計をみると、世界の 20.7％が中国に存在しており、これは欧州全体
とほぼ同程度である。 

図表1－ 11 世界の地域別主要国別にみた富の分布（購買力平価ベース） 

 

 
資料）James B. Davies, Susanna Sandstrom, Anthony Shorrocks, and Edward N. Wolff ”The World 

Distribution of Household Wealth”（2006年 12月 5日） 
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